
 

 

 

感染性
かんせんせい

胃
い

腸炎
ちょうえん

（ノロウイルスなど）に注意
ちゅうい

しましょう 
  感染性胃腸炎は、冬に流行しやすい感染症です。 

特にノロウイルスは、数十個で人への感染が成り立つ、非常に強い感染力が特徴です。 

ノロウイルスに感染した場合、便１gの中に１億個、嘔吐物１ｇの中に１００万個のノロウイルスが

いると言われ、便や嘔吐物を片づける家族に感染するケースが多いです。 

 

ノロウイルスは、下痢
げ り

などの症 状
しょうじょう

が治まった後
あと

も、２週間
しゅうかん

程度
て い ど

は 

便
べん

の中
なか

に排泄
はいせつ

されます。 

 

みなさんへのお願
ねが

い 

①トイレの後
あと

や食 事
しょくじ

の前
まえ

は、特
とく

に手
て

洗
あら

いをきちんとしましょう。 

②おなかの調子
ちょうし

がよくない時
とき

は、給 食
きゅうしょく

当番
とうばん

を休
やす

みましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ４、２月 

箕島小保健室 

  №６ 
ほ け ん だ よ り 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドアノブなど 嘔吐物、便など 

＊ノロウイルスの消毒には、消毒用

アルコールではなく、塩素系漂白剤

（次亜塩素酸ナトリウム）を薄めて

使います。 

＊消毒後は、換気します。 


